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≪進捗に関するコメント≫

≪2027年3月期≫　2026年4月～2027年3月

当期実績 前年同期実績 当期実績 前年同期実績

3,578 2,744 +834 +30% 11,410 8,847 +2,563 +29%

711 666 +45 +7% 2,842 2,638 +204 +8%

4,289 3,410 +879 +26% 14,252 11,486 +2,767 +24%

671 824 -153 -19% 2,817 3,246 -429 -13%

1,354 1,250 +104 +8% 5,113 4,942 +171 +3%

893 712 +181 +25% 3,549 3,078 +471 +15%

894 925 -31 -3% 4,134 4,230 -96 -2%

3,812 3,711 +101 +3% 15,613 15,496 +117 +1%

8,102 7,122 +980 +14% 29,866 26,982 +2,884 +11%

1,615 1,569 +46 +3% 5,045 5,092 -47 -1%

5,329 5,406 -77 -1% 24,964 25,110 -146 -1%

422 470 -47 -10% 1,765 2,350 -585 -25%

7,366 7,445 -78 -1% 31,774 32,552 -778 -2%

1,914 1,837 +76 +4% 7,811 7,289 +522 +7%

17,382 16,404 +978 +6% 69,450 66,823 +2,628 +4%

(注記)

1.ベースとなる数値は決算修正前の速報値を用いているため、決算の数字と若干異なる場合があります。

2.「ホテル」に海外ホテルの売上実績は含んでおりません。

3.「化粧品健康食品」に(株)オージオの海外子会社の売上実績は含んでおりません。

4.「ナース関連」に海外子会社JOB STUDIOの売上実績は含んでおりません。

5.2025年10月度より「ホテル」にホテル瑞鳳、秋保グランドホテルの実績を含んでおります。

6.2026年度より飲食店事業・ゴルフ場運営事業の実績計上を「ホテル」から「その他」に変更しております。

　 なお、前期比較につきましても変更後の区分に組み替えた数値で比較しております。

7.2026年5月度より「ホテル」に虎ノ門ホリックホテルの実績を含んでおります。

8.2026年6月度より「ホテル」に屈斜路プリンスホテルの実績を含んでおります。

対前期 対前期

2026/8/18

7月度　月次売上高前年同月比（速報値）に関するお知らせ

単位：百万円

2026年7月(単月) 2026年7月(累計)

グ

ロ

ー

ス

領

域

ホテル

インカム、太陽光

プロパティ 小計

化粧品健康食品

グルメ

ワイン

ナース関連

専門通販 小計

グロース領域 小計

連結 総合計

サ

ス

テ

ナ

ブ

ル

領

域

呉服関連

アパレル・雑貨

その他

サステナブル領域 小計

データベース活用

IRに関するお問い合わせ先

株式会社ベルーナ 経営企画室 IR担当

TEL ：048-771-8067

FAX ：048-775-6063

E-mail ： ir-belluna@belluna.co.jp

IRサイト： https://www.belluna.co.jp/irinfo/

7月の状況は、ホテル事業において、昨年万博が開催された大阪エリアのホテルにおける反動減の影響があるものの、「札幌ホ

テル by グランベル」の稼働率の向上、「銀座ホテル by グランベル」のADRの向上、「ホテル瑞鳳」及び「秋保グランドホテル」の

取得による売上の押し上げ効果が大きく、売上高は3,578百万円、前年同月比30％の増収となりました。

化粧品健康食品事業においては、化粧品通販事業の新規顧客の獲得件数は前年同月比で増加したものの定期顧客件数

が減少したことにより、売上高は671百万円、前年同月比19％の減収となりました。

ワイン事業においては、EC経路における新規顧客獲得が好調に推移し、売上高は893百万円、前年同月比25％の増収と

なりました。

この結果、7月のグループ連結売上高は17,382百万円、前年同月比6％の増収となりました。


